
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
歴史的風土審議会答申 
 明日香村の将来像と施策の基本方向を提示 

 ・「凍結的保存」から「創造的維持保全活用」へ 
 ・文化財周辺環境の保存の重要性を認識 
 ・地域住民と国民の理解協力・積極的関与によって  

  保存を推進 
 

第３次明日香村整備計画 
 歴史的風土の保存・活用・地域活性化を提示 

・歴史的風土の創造的活用の視点にたった施設整備 
→国営公園の新たな地区設定 

・農林業の振興のための基盤整備 
・農商工にわたる総合的施策の推進 
・生活環境の整備 
→多目的グラウンドを備えた近隣公園の整備 

・埋蔵文化財調査等の推進 
 

 

 
飛鳥公園の実績  
 ・既存地区は特別史跡を含む     
   →「文化財周辺環境の保全」  
 ・飛鳥の歴史的風土は日本人の心のふるさと 
   →「国内外から高い評価」      
 ・休憩機能、利便機能を公園で担保 
   →「飛鳥周遊の拠点」     
  ・国営公園のなかでも特徴的な利用実態 
   →「全国からの誘客」 
    「リピーターによる利用」 
  
飛鳥公園の新展開 
 ・飛鳥地方の歴史的風土の活用 
   →「ネットワーク拠点」として位置付け 
 ・村民の暮す生活の場 
   →「地域と連携する公園」 
 ・飛鳥周遊による地域活性化 
   →「新しい利便性・サービス機能の提供」 
 ・体験・学習の多様化 
   →「体験的歴史学習の場」 

国営飛鳥歴史公園の実績と機能 

 
キトラ古墳周辺地区の条件 

文化財・歴史遺産 
・キトラ古墳壁画 
 （四神、星宿の発見）
・檜隈寺跡の存在 
・於美阿志神社と社叢 
 

公園のテーマ性 
・古代の時空間の持つ

インパクト 
・東アジアとの交流 
 （知識・技術・感性）

 
・古代史・遺跡発掘・古代文化への関心の高さ 
・体験的歴史学習への欲求の増大 
・田園管理・里山管理など自然環境の維持体験への参

加意欲の増大 
・祭り、物産、体験など多様な地域との交流を希求 
・飛鳥周遊の利便性向上への期待 

飛鳥地方に求められる国民のニーズ 

 
キトラ古墳周辺地区整備のテーマ 
 
 
 
 
 
 
 
 
計画の基本方針 
（１）キトラ古墳保存活用の方針 

・文化財周辺環境の保全 
・文化財周辺環境の創出 

（２）歴史的風土保存活用の方針 
・自然・人文環境が一体となった歴史的風土の保存

活用 
・歴史的風土を生かした散策・休養・展望需要への

対応 

（３）体験的歴史学習の展開の方針 
・キトラ古墳にまつわる展示の場の形成 
・文化財を通じた、体験的歴史学習の場の形成 

（４）新しいサービスの提供と地域活性化との連携方

策に関する方針 
・利用者の利便性向上の寄与する機能の導入 
・市民参加による維持保全活動の導入 
・新しい公園維持管理手法への対応した管理施設の

導入 
・地域波及効果の高い施設の導入 

 

地区の立地条件 
・歴風第二種地区 
・風致二、三種地区 
 
・村近隣公園に隣接 
・古都法による買入地 
 
・耕作放棄地の存在 
・周辺樹林の放置化 
・都市計画道路に隣接 
・周遊歩道に隣接 
・町村界に立地 
・鉄道駅（壷坂山駅）に 
 近接 
・明日香村中心地からは 
 遠隔地 

留意事項と位置付け 
・ 地域活性化に寄与

する施設整備 
・ 公園周辺と一体と

なった整備、利用 
・ 広域連携による活

性化 
・ 国､県､村の事業連

携 
 
・ 風土の回復拠点 
・飛鳥周遊の拠点 

 キトラ古墳の保存と活用、および檜隈寺跡など

の周辺歴史遺産を生かし、東アジアとの交流で培

われた歴史が訴える古代の時空間、生活文化を歴

史と共に培われた風土の中で体験・学習・交流し、

地域の活性化に資する公園づくり 

国営公園区域の決定 
 
① キトラ古墳の保存上必要

とされる古墳周辺を担保 
② 多様な体験的学習の場と

して管理運営可能な空間

を確保 
③ 景観的に連続性のある田

園空間を担保 
④ 道路界、町村界、尾根線

等の区切りとなる線を境

界 
⑤ 古都法による買入地は含

めない 
⑥ 耕作放棄地を取り込む 
⑦ 周遊歩道、平田阿部山線

と連携 

国営公園の基本計画案 

国営公園の整備効果 
 
保存効果 
・史跡・文化財の保存 
・歴史的風土の保存 
・田園風景の保存 
・歴史的環境の維持向上 
活用効果 
・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動の場 
・歴史的学習や体験の場 
・芸術・創作活動の場 
経済的効果 
・経済活動の誘発 
・雇用の創出 
・観光産業振興効果 
社会的効果 
・明日香村のＰＲ効果 
・住民の公園利用効果 
・観光公害防止効果 
・基盤整備促進効果 

風土条件 
・文化財と一体となった

歴史的風土 
・段状に展開する農地の

存在 
・金剛・葛城山系への眺

望 
・大根田、阿部山集落景

観の美しさ 

公園修景の留意事項 
・地形の美・眺望点の

存在などの地区個
性を活用 

・農地、里山、集落景
観が一体となった
美しさの活用 

 

整備の背景 


